














of Reduced Consumption Tax Rate :
The Case of 10 and 9 Goods
田　代　　　歩 　
This paper examines the impact of reduced tax rates on consumers
from the view point of consumer welfare. In this research, we measuere
excess burden generated by reduced tax rates with respect to the
consumption tax in Japan. We do this for both the 10 and 9 goods cases.
The results show that the reduced tax rate is undesirable compared to
uniform tax rate in the efficiency. In the 9 goods model, the excess
burden increases as the income class becomes higher. This results imply
that the reduced tax rate in 9 goods case is desirable in the efficiency
for low income groups.
Ayumi Tashiro
　　 JEL：H21, H24, I39
キーワード：超過負担、消費者厚生、軽減税率、シミュレーション






















































にわたって存在している。海外の研究では、Bastani, Blomquist and Pirt-
tilia(2014)、Chang and Fawson(1994)、Ozer(2003)などがあり、国内の研究
では金子・田近 (1989)、上村 (2001)、村澤・湯田・岩本 (2005)、朴 (2010)、
鈴木・若松 (2016)などがある。
Bastani, Blomquist and Pirttilia(2014)はMirrlees et al.(2011)が主張し
た軽減税率の政策に対して、余暇と保育サービスを除く全ての消費が弱分離で
ある効用関数を設定し、イギリスのデータを用いてシミュレーション分析を行っ
ている2)。Chang and Fawson(1994)や Ozer(2003)は線形支出体系 (Linear
Expenditure System:LES)のモデルを用いて価格弾力性を計算し、消費者行
動の推定を行っている。
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U(x)は Stone=Geary型の効用関数であり、xi は第 i財の需要量、αi と
βi は効用関数のパラメータである。そして、予算制約式と βi に関する制約式

















































右辺の第 2項目の選択的消費支出額とは、第 1財から第 10財における基礎
的消費支出額の総和を全ての財に対する支出金額 y から差し引き、残った金額






= βi より、βi は第 i 財への限界消費性向であると考えてもよい。
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表 1: 10 財における所得階級別の平均支出額のシェア
第 1 分位 第 2 分位 第 3 分位 第 4 分位 第 5 分位
食料 25% 24% 23% 22% 20%
住居 11% 8% 6% 6% 5%
光熱・水道 9% 8% 8% 7% 6%
家具・家事用品 3% 3% 3% 3% 3%
被服及び履物 4% 4% 4% 5% 5%
保健・医療 4% 4% 4% 4% 4%
交通・通信 11% 12% 13% 13% 13%
教育 4% 5% 6% 7% 7%
教養・娯楽 9% 10% 10% 11% 11%
その他 20% 21% 22% 24% 27%
　出典）筆者作成
表 2: 9 財における所得階級別の平均支出額のシェア
第 1 分位 第 2 分位 第 3 分位 第 4 分位 第 5 分位
食料 32% 31% 30% 29% 27%
住居 13% 11% 8% 7% 6%
光熱・水道 11% 10% 10% 9% 8%
家具・家事用品 4% 4% 4% 4% 4%
被服及び履物 5% 5% 6% 6% 6%
保健・医療 5% 5% 5% 5% 5%
交通・通信 14% 15% 17% 17% 18%
教育 5% 6% 7% 9% 10%











から 2014年 3月において、2008年 4月から 2009年 3月の 12ヶ月間と 2010
年 4月から 2011年 3月の 12ヶ月間を除いた 80ヶ月間とする7)。




























消費支出 y に関して、10財モデルの y から第 10財である「その他」の消費支
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出を差し引いたデータを使用してパラメータを推定する。





表 3: 10 財モデルの第 1 分位における消費データの記述統計量（n = 80/円）
変数 平均値 標準偏差 最小値 最大値
消費支出 210,626 10,905 194,646 237,304
食料 53,601 3,615 47,785 64,653
住居 22,585 2,767 16,917 31,727
光熱・水道 19,134 3,126 15,307 26,738
家具・家事用品 6,965 1,235 4,992 11,615
被服及び履物 7,999 1,443 5,418 11,312
保健・医療 9,032 1,406 6,744 16,358
交通・通信 23,130 3,464 17,615 38,337
教育 8,151 2,702 4,481 17,409
教養・娯楽 18,027 2,045 13,485 24,183




表 4: 10 財モデルの第 2 分位における消費データの記述統計量（n = 80/円）
変数 平均値 標準偏差 最小値 最大値
消費支出 251,271 18,144 220,591 320,651
食料 61,257 3,958 54,612 73,673
住居 21,130 3,623 13,962 31,808
光熱・水道 20,488 3,704 15,970 29,851
家具・家事用品 8,691 1,614 5,350 14,432
被服及び履物 10,303 1,695 6,709 13,333
保健・医療 9,847 1,360 7,935 15,081
交通・通信 30,044 3,808 23,290 41,194
教育 11,996 3,126 7,169 23,090
教養・娯楽 24,836 3,201 19,105 37,076
その他 52,680 6,674 37,659 77,744
　　　　　出典）筆者作成。
表 5: 10 財モデルの第 3 分位における消費データの記述統計量（n = 80/円）
変数 平均値 標準偏差 最小値 最大値
消費支出 292,000 18,436 259,984 346,016
食料 68,466 4,594 61,195 82,932
住居 18,861 3,354 13,210 33,738
光熱・水道 22,087 4,002 17,389 31,456
家具・家事用品 10,063 1,819 6,926 15,982
被服及び履物 12,691 2,141 8,851 16,982
保健・医療 11,308 1,721 8,022 17,018
交通・通信 37,887 4,744 30,524 53,794
教育 16,492 4,872 10,195 42,531
教養・娯楽 30,422 3,414 23,992 42,561
その他 63,723 7,007 48,583 84,198
　　　　　出典）筆者作成。
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表 6: 10 財モデルの第 4 分位における消費データの記述統計量（n = 80/円）
変数 平均値 標準偏差 最小値 最大値
消費支出 351,610 28,130 300,776 438,265
食料 76,781 5,362 68,046 94,026
住居 19,633 6,028 12,906 43,328
光熱・水道 23,731 4,284 18,471 32,350
家具・家事用品 11,758 2,349 8,275 20,189
被服及び履物 16,339 3,004 10,088 22,401
保健・医療 12,604 1,549 10,116 16,673
交通・通信 46,317 5,448 36,381 61,170
教育 24,353 8,939 12,657 56,193
教養・娯楽 37,233 4,790 28,406 53,119
その他 82,862 11,680 60,844 115,165
　　　　　出典）筆者作成。
表 7: 10 財モデルの第 5 分位における消費データの記述統計量（n = 80/円）
変数 平均値 標準偏差 最小値 最大値
消費支出 446,549 37,950 380,035 551,441
食料 89,721 6,724 79,007 111,240
住居 20,440 5,815 12,354 37,000
光熱・水道 25,726 4,735 19,806 35,577
家具・家事用品 14,503 2,844 9,660 27,331
被服及び履物 20,992 3,544 12,587 26,016
保健・医療 15,793 2,258 11,776 25,176
交通・通信 58,003 9,065 40,286 105,342
教育 32,791 14,177 14,335 82,436
教養・娯楽 49,109 6,644 37,918 66,550




表 8: 9 財モデルの消費データにおける消費支出 (y) の記述統計量（n = 80/円）
変数 平均値 標準偏差 最小値 最大値
第 1 分位 168,625 9,842 152,468 192,026
第 2 分位 198,591 13,426 180,144 245,975
第 3 分位 228,277 13,431 209,125 272,443
第 4 分位 268,748 20,075 237,794 330,428
第 5 分位 327,080 24,168 289,329 403,121
　　　　　出典）筆者作成。
表 9: 価格データの記述統計量（n = 80）
変数 平均値 標準偏差 最小値 最大値
食料 92.8 1.4 89.9 95.4
住居 100.9 0.6 99.8 101.7
光熱・水道 88.7 5.2 81.1 99.4
家具・家事用品 106.0 8.7 94.1 117.5
被服及び履物 96.3 3.0 90.7 101.2
保健・医療 99.8 1.2 97.6 101.3
交通・通信 98.2 1.3 95.0 100.7
教育 101.8 5.2 95.8 108.4
教養・娯楽 101.1 5.5 93.1 110.7





デルにおいて、(4)式の αi と βi を推定する。
10財モデルにおいて、所得階級別に (4)式のパラメータを推定し、まとめ









βi から β10 を求めている。
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表 10: 10 財モデルにおけるパラメータの推定結果（1 世帯当たり/月/n = 80）
　 　 第 1分位 第 2分位 第 3分位 第 4分位 第 5分位
食料 α1 304.3(44.3)*** 280.7(44.4)*** 220.3(57.2)*** 342.8(57.8)*** 356.2(89.1)***
(第 1財) β1 0.193(0.028)*** 0.167(0.014)*** 0.192(0.016)*** 0.133(0.013)*** 0.119(0.013)***
　 R2 0.9969 0.9981 0.9978 0.9974 0.9966
住居 α2 99.0(39.7)** 0.6(46.4) 57.6(52.5) -181.7(81.1)** 53.2(81.2)
(第 2財) β2 0.095(0.026)*** 0.100(0.019)*** 0.052(0.020)*** 0.112(0.020)*** 0.031(0.016)*
　 R2 0.9868 0.9782 0.9715 0.9336 0.9291
光熱・ α3 188.1(36.7)*** 139.4(42.0)*** 167.1(46.5)*** 170.9(45.3)*** 115.4(54.1)**
水道 β3 0.019(0.024) 0.039(0.016)** 0.029(0.016)* 0.026(0.011)** 0.033(0.010)***
(第 3財) R2 0.9772 0.9721 0.9719 0.9726 0.9714
家具・ α4 -20.8(9.1)** -25.7(13.0)* -26.4(14.5)* -32.0(19.2)* 47.8(26.1)*
家事用品 β4 0.070(0.009)*** 0.054(0.006)*** 0.051(0.007)*** 0.045(0.006)*** 0.020(0.006)***
(第 4財) R2 0.9807 0.9755 0.9740 0.9696 0.9630
被服及び α5 2.5(19.7) -9.1(21.5) -14.9(30.4) -0.25(28.9) 123.4(42.9)***
履物 β5 0.059(0.012)*** 0.053(0.008)*** 0.057(0.010)*** 0.048(0.009)*** 0.019(0.008)**
(第 5財) R2 0.9783 0.9834 0.9816 0.9761 0.9751
保健・ α6 19.3(20.1) 32.1(17.0)* 86.4(25.5)*** 102.7(20.1)*** 57.2(32.2)*
医療 β6 0.054(0.013)*** 0.032(0.007)*** 0.011(0.010) 0.007(0.006) 0.021(0.006)***
(第 6財) R2 0.9802 0.9852 0.9774 0.9858 0.9823
交通・ α7 32.3(53.4) 50.8(54.2) 120.8(75.7) 188.9(77.6)** 33.7(123.3)
通信 β7 0.152(0.030)*** 0.119(0.020)*** 0.104(0.025)*** 0.082(0.019)*** 0.114(0.021)***
(第 7財) R2 0.9837 0.9890 0.9878 0.9888 0.9817
教育 α8 17.6(30.4) 95.9(34.9)*** 8.2(64.0) -113.8(117.5) -394.7(196.6)**
(第 8財) β8 0.049(0.021)*** 0.011(0.017) 0.063(0.024)* 0.106(0.031)*** 0.153(0.034)***
　 R2 0.9086 0.9349 0.9224 0.8923 0.8677
教養・ α9 70.0(18.6)*** -13.5(28.9) -13.0(34.7) 74.7(46.4) -2.8(79.8)
娯楽 β9 0.083(0.014)*** 0.124(0.012)*** 0.127(0.013)*** 0.087(0.013)*** 0.103(0.015)***
(第 9財) R2 0.9902 0.9922 0.9936 0.9911 0.9868
その他 α10 134.5(76.6)* -113.5(89.4) -161.3(102.6) -407.5(146.6)*** -707.4(230.8)***
(第 10財) β10 0.226 0.300 0.314 0.354 0.387
DW 1.50 1.15 1.14 1.01 1.00























ルにおいて、(8)式の αi と βi を推定する。
9財モデルにおいて、所得階級別に (8)式のパラメータを推定し、まとめた









βi から β9 を求めている。




8) αi が負値になる場合については、xi が正値であるならば、特に問題はない。実際に負値の αi を
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表 11: 9 財モデルにおけるパラメータの推定結果（1 世帯当たり/月/n = 80）
　 　 第 1分位 第 2分位 第 3分位 第 4分位 第 5分位
食料 α1 285.0(45.5)*** 352.3(46.3)*** 275.6(59.4)*** 482.8(58.6)*** 64.9(122.4)
(第 1財) β1 0.271(0.029)*** 0.222(0.021)*** 0.268(0.025)*** 0.201(0.021)*** 0.127(0.016)***
　 R2 0.9976 0.9980 0.9976 0.9972 0.9961
住居 α2 116.9(34.4)*** 19.8(44.3) 45.1(48.6) -67.4(62.9) -23.7(145.2)
(第 2財) β2 0.107(0.029)*** 0.149(0.025)*** 0.090(0.026)*** 0.166(0.029)*** 0.034(0.021)
　 R2 0.9867 0.9794 0.9727 0.9353 0.9281
光熱・ α3 158.3(34.7)*** 142.0(40.4)*** 161.7(45.8)*** 187.8(37.7)*** 37.5(64.7)
水道 β3 0.051(0.028)* 0.062(0.024)*** 0.049(0.024)** 0.045(0.019)** 0.034(0.009)***
(第 3財) R2 0.9784 0.9740 0.9725 0.9726 0.9693
家具・ α4 -8.6(9.6) -16.2(13.2) -24.0(14.2)* 14.9(17.4) 136.2(26.6)***
家事用品 β4 0.079(0.010)*** 0.081(0.009)*** 0.079(0.010)*** 0.064(0.010)*** 0.000(0.004)
(第 4財) R2 0.9775 0.9764 0.9743 0.9671 0.9526
被服及び α5 13.8(17.7) 16.2(19.9) 12.5(28.2) 58.4(30.2)* -96.8(53.6)*
履物 β5 0.067(0.014)*** 0.068(0.011)*** 0.072(0.014)*** 0.068(0.014)*** 0.046(0.008)***
(第 5財) R2 0.9779 0.9830 0.9807 0.9764 0.9776
保健・ α6 32.0(17.5)* 28.8(15.8) 96.0(22.3)*** 95.8(13.8)*** -26.9(58.3)
医療 β6 0.058(0.015)*** 0.054(0.010)*** 0.011(0.014) 0.019(0.008)** 0.028(0.008)***
(第 6財) R2 0.9797 0.9866 0.9775 0.9861 0.9827
交通・ α7 66.0(47.4) 84.0(49.7)* 119.3(71.8)* 221.4(63.8)*** -172.5(184.0)
通信 β7 0.167(0.034)*** 0.169(0.026)*** 0.164(0.034)*** 0.155(0.026)*** 0.113(0.025)***
(第 7財) R2 0.9832 0.9899 0.9885 0.9906 0.9793
教育 α8 5.7(28.1) 76.8(30.0)** 24.9(59.9) 37.5(84.8) -2666.0(422.0)***
(第 8財) β8 0.076(0.024)*** 0.033(0.022) 0.088(0.034)*** 0.130(0.044)*** 0.461(0.040)***
　 R2 0.9127 0.9364 0.9261 0.8969 0.8344
教養・ α9 56.6(18.5)*** 39.5(29.0) 17.8(35.3) 127.3(41.2)*** -543.6(122.2)***
娯楽 β9 0.123 0.162 0.179 0.153 0.157
(第 9財)
DW 1.50 1.15 1.14 1.01 1.00









































= −1 + αi(1 − βi)pi
Ci
　 (10)
10財モデルと 9財モデルにおいて、表 10と表 11の推定結果を用いて (3)
式と (7)式から需要量 xi を計算し、pi と y を用いて、(9)式と (10)式から所
得階級別に εij と εpi を求める11)。
10) 表 11 には、第 5 分位における「家具・家事用品」の β4 は 0.000 と記述しているが、実際の
推定結果は 0.00012 であり、本稿ではこの値を用いて今後の分析を進めている。
11) pi と pj と y に関しては、推定期間における最新の 2014 年 3 月のデータを使用している。
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3.5.1　 10財モデル
まず第 10財である「その他」の価格データと消費データを含めた 10財モ





表 12: 10 財モデルにおける所得階級別の交差価格弾力性と自己価格弾力性
（1 世帯当たり/月）
　 　 第 1分位 第 2分位 第 3分位 第 4分位 第 5分位
食料 (第 1財) εp1 -0.586 -0.670 -0.767 -0.657 -0.699
住居 ε21 -0.118 -0.109 -0.055 -0.153 -0.047
(第 2財) εp2 -0.618 -0.998 -0.725 -1.678 -0.773
光熱・水道 ε31 -0.026 -0.045 -0.025 -0.031 -0.038
(第 3財) εp3 -0.142 -0.430 -0.342 -0.377 -0.622
家具・家事用品 ε41 -0.256 -0.135 -0.095 -0.107 -0.043
(第 4財) εp4 -1.238 -1.220 -1.215 -1.218 -0.706
被服及び履物 ε51 -0.198 -0.117 -0.086 -0.087 -0.029
(第 5財) εp5 -0.974 -1.068 -1.096 -1.001 -0.480
保健・医療 ε61 -0.164 -0.078 -0.020 -0.018 -0.042
(第 6財) εp6 -0.813 -0.719 -0.262 -0.212 -0.683
交通・通信 ε71 -0.177 -0.093 -0.054 -0.054 -0.058
(第 7財) εp7 -0.890 -0.868 -0.731 -0.651 -0.955
教育 ε81 -0.163 -0.024 -0.074 -0.120 -0.113
(第 8財) εp8 -0.811 -0.227 -0.958 -1.343 -1.709
教養・娯楽 ε91 -0.130 -0.115 -0.081 -0.071 -0.062
(第 9財) εp9 -0.669 -1.039 -1.033 -0.837 -1.004
その他 ε101 -0.144 -0.129 -0.095 -0.124 -0.091




























得階級において |εij | < 0であるため、「住居」から「その他」は「食料」の粗補
完財となる。所得階級が低い第 1分位や第 2分位では、αi が小さく推定され
12) 交差価格弾力性の符号は αj の符号に依存する。つまり、αj < 0 の場合は εij > 0 となり、
αj > 0 の場合は εij < 0 となる。
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表 13: 9 財モデルにおける所得階級別の交差価格弾力性と自己価格弾力性
（1 世帯当たり/月）
　 　 第 1分位 第 2分位 第 3分位 第 4分位 第 5分位
食料 (第 1財) εp1 -0.670 -0.639 -0.761 -0.590 -0.945
住居 ε21 -0.118 -0.179 -0.104 -0.260 -0.009
(第 2財) εp2 -0.577 -0.940 -0.818 -1.192 -1.101
光熱・水道 ε31 -0.063 0.083 -0.049 -0.073 -0.007
(第 3財) εp3 -0.318 -0.468 -0.410 -0.373 -0.872
家具・家事用品 ε41 -0.245 -0.217 -0.152 -0.192 0.000
(第 4財) εp4 -1.088 -1.116 -1.158 -0.912 -0.007
被服及び履物 ε51 -0.193 -0.170 -0.120 -0.154 -0.012
(第 5財) εp5 -0.870 -0.893 -0.930 -0.744 -1.368
保健・医療 ε61 -0.155 -0.148 -0.024 -0.065 -0.010
(第 6財) εp6 -0.710 -0.783 -0.196 -0.320 -1.145
交通・通信 ε71 -0.169 -0.150 -0.096 -0.127 -0.011
(第 7財) εp7 -0.795 -0.816 -0.778 -0.664 -1.236
教育 ε81 -0.211 -0.083 -0.114 -0.187 -0.039
(第 8財) εp8 -0.948 -0.452 -0.890 -0.901 -2.896
教養・娯楽 ε91 -0.164 -0.170 -0.124 -0.155 -0.016
(第 9財) εp9 -0.767 -0.901 -0.963 -0.773 -1.708



















とで、次の間接効用関数 V (p, y)が得られる。




























ることで、次の間接効用関数 V (p, y)が得られる。




























EB = |EV | − T (11)
(11)式において、EB は超過負担 (Excess Burden)を表し、EV は等価変分
(Equivalent Variation)を表している。等価変分とは、課税による効用の変化
の大きさを課税前価格を基準として、支出金額で測る指標であり、
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T = (p1 − p0) × xi(p1, y)
p1i = (1 + t) × p0i (12)
で求めることができる。p0 と p1 はそれぞれ課税前価格ベクトルと課税後価
格ベクトルを表しており、tは消費税率を表している13)。
4.1 消費税の一律増税による超過負担の計測
4.1節では、消費税率を 5%、8%、10%、つまり t = 0.05, 0.08, 0.1の 3種
類に設定し、10財モデルと 9財モデルにおいて、それぞれの消費税率の超過
負担を計測する。






表 14: 10 財モデルでの各消費税率における超過負担（1 世帯当たり/円/月）
所得階級　 　消費税率 5% 　 　消費税率 8% 　 　消費税率 10% 　　
第 1 分位　 　 16 　 　 39 　 　 58 　　
第 2 分位　 　 12 　 　 29 　 　 44 　　
第 3 分位　 　 23 　 　 55 　 　 82 　　
第 4 分位　 　 46 　 112 　 168 　　
第 5 分位　 　 97 　 235 　 355 　　
　出典）計測結果より筆者作成。
13) 3.5 節における消費者行動の推定と同様に、超過負担の計測においても、pi と y に関しては、













表 15: 9 財モデルでの各消費税率における超過負担（1 世帯当たり/円/月）
所得階級　 　消費税率 5% 　 　消費税率 8% 　 　消費税率 10% 　　
第 1 分位　 　 16 　 　 39 　 　 59 　　
第 2 分位　 　 16 　 　 39 　 　 58 　　
第 3 分位　 　 21 　 　 50 　 　 76 　　
第 4 分位　 　 32 　 77 　 116 　　









































10財モデルでは、第 1分位における「保健・医療」の α6 が第 2分位の α6
よりも小さく推定され、かつ第 1分位の β6 が第 2分位の β6 よりも大きく推









負担が大きくなったと考えることもできる。第 5分位の α6 は第 4分位の α6






一方で、9財モデルでは、第 1分位における「保健・医療」の α6 が第 2分位

















































財は t = 0.1と設定して、(12)式から課税後価格を求め、(11)式を用いて超過
負担を計測する。なお、全ての財に対する消費者の支出金額である y は、「外
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表 16: 10 財モデルでの 2 つのケースにおける超過負担（1 世帯当たり/円/月）
所得階級 軽減税率ケース 消費税一律増税ケース
（標準税率 8.97%）
第 1 分位 53 48
第 2 分位 44 36
第 3 分位 78 68
第 4 分位 159 139















表 17: 9 財モデルでの 2 つのケースにおける超過負担（1 世帯当たり/円/月）
所得階級 軽減税率ケース 消費税一律増税ケース
（標準税率 9.41%）
第 1 分位 56 53
第 2 分位 57 52
第 3 分位 73 67
第 4 分位 110 103









税率ケース」において、第 1分位と第 2分位と第 5分位は 9財モデルの超過
負担が大きく、第 3分位と第 4分位は 10財モデルの超過負担が大きくなって
いる。第 1分位と第 2分位においては、10財モデルで独立である「その他」
の β10 が大きく推定されているが、9財モデルで独立である「教養・娯楽」の
β9 は 10財モデルの β10 よりも小さく推定されている。よって 10財モデルの
「その他」の需要量が大きい一方で、9財モデルの「教養・娯楽」の需要量が
小さくなり、税収が小さくなった結果、9財モデルの超過負担が大きくなった
と考えられる。また第 5分位では、9財モデルの α8 が小さく推定されたこと
により、超過負担が大きくなった。
— 155 —
経済学論究第 73 巻第 4 号
10財モデルの第 3分位と第 4分位においても β10 は大きく推定されている





αjpj が大きくなり、第 3分位と第 4分位では 10財モデル
の超過負担が大きくなった。








最も大きく、さらに第 2分位の β10 が第 1分位の β10 よりも大きいことから、
第 1分位よりも第 2分位の超過負担が小さくなったと考えられる。第 3分位







9財モデルでは、第 2分位の β9 が第 1分位の β9 よりも大きく推定されて
いるが、10財モデルの β10 よりも小さく推定されている17)。さらに 10財モデ
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